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2024年8月号

夏真っ盛りのこの期間、ひなたぼっこの活動内容もいつもと違います。子どもたちが大好
きな『プール遊び』を中心に据えた活動をしています。
活動の内容が変わっても、その中でおこなわれる支援はこれまで通り生活自立で、小集団

の中での関係性づくりであることに変わりはありません。
楽しみながら活動することで、子どもたちの中に隠れていた課題を一つずつ改善する良い

機会となっています。
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★子どもさんのご利用時の状況についてお話させていただきたいと思います。
ご都合をLINE或いはお電話、連絡帳にてご連絡ください。
（ご来所時、印鑑をご持参ください）
★堀川心理士が「ばっぷくどん」というお便りを発行されています。
ご興味のある方はお声かけください。メールやLINEでお届けします。

朝から気温が30度を超え、毎日のように
熱中症警戒アラートが発表されています。
送迎車の中もアツアツですが、子どもさん
たちは暑さに負けず、元気です！
暑すぎる夏ですが、楽しみながら、満喫
して欲しいと思います！

児童発達支援

7月の活動はクラゲ制作とサーキットでした。
クラゲ制作では目や口、ほっぺをクレヨンで描き、
飾りの色紙を数えてのり付けして、触手をじょうずに
飾りつけました。
また、今月のサーキットでは『手押し車』でうまく

からだを支え、そのあとおつかいに見立てた『買い
物』で具体的なものを使った「短期記憶」の練習をお
こないました。

夏休み期間中、おやつの時間がグレードアップして『駄菓
子屋さん』という活動をおこなっています。
一番の課題は「50円」の範囲で過不足なくお買い物をして、
好きなお菓子を選ぶことへのチャレンジです。それぞれに好
みのお菓子を手に入れるため、目を白黒させながら頭の中で
計算をしています。
自分で選ぶことの難しさ、大切さを知らず知らずのうちに
身に着けているようです。

放課後等デイサービス
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